キャピラリーガスクロマトグラフィー講習会概要
1． 講義編

　講義編は6項目からなる。最初は「キャピラリーガスクロマトグラフィーの基礎理論」

でクロマトグラフィーの分類とGCに位置づけ、GCの構成、試料導入についての説明の後、理論的な背景となる分配、分離のメカニズムの説明を行う。またGCによる定性、定量についても説明する。
二番目は「キャピラリーガスクロマトグラフィーにおけるカラム、試料注入法について」で、実際の測定の要となるキャピラリーカラムとその選択、キャリヤーガス、試料注入システム（スプリット注入、スプリットレス注入、全量注入、オンカラム注入等）について順次、説明する。

三番目は「ガスクロマトグラフィーにおける試料前処理法、導入法、装置」と題して、GC本体と深いかかわりがあり、実際の測定を行っていくうえで、GCの適用範囲を大きく拡張する重要な役割を担う、各種前処理・導入装置や関連する手法について説明する。
四番目は「キャピラリーガスクロマトグラフィーにおける検出器の原理と使用法」と題し、

GCで使用される各種検出器の分類と応答特性、性能評価等について説明する。また主な検出器としてTCD,FID,TID(NPD),ECD,FPDについて原理、特徴を説明する。

五番目は「GC/MSの基礎と応用例」と題し、GC/MSの各構成要素のGC部分、イオン化部、アナライザー、検出器等の説明のほか、実際の測定手順、定性、定量の方法について説明する。また、代表的なアプリケーション例を紹介する。

最後に「マススペクトル解析の基礎」と題し、マススペクトルの見方(読み方)、解析の仕方、注意点等を実際の現場での対応に即して説明する。

2． 実習編

テーマ１では「試料注入法」について実習する。実機を用いてスプリット注入法、スプリットレス注入法、全量注入法を行い、それぞれの特徴を把握する。

テーマ2では「GCにおける分離、カラムの選択」について行う。測定したクロマトグラムから各種カラムパラメータを求める。また膜厚を変えた場合のクロマトグラムから対象成分の保持がどう変化するかを検証する。
テーマ3では「試料の前処理法」の一つとして「誘導体化」の実習を行う。各種試料、誘導体化剤を用いたエステル化、TFA化、TMS化について行い、一部については誘導体化前後の比較も行う。

テーマ4-1は「GC/MS」の「定性分析の実際」で、標準試料を用いたマススペクトルの測定とライブラリーサーチの練習、実試料中の各ピークの定性を行う。

テーマ4-2は「定量分析の実際」で農薬標準試料によるマススペクトルの測定とターゲットイオン、確認イオンの選択、SIM測定による検量線の作成、実試料を用いた定量を行う。

